
て,かなり極限的であるため結果的に,試験管の大

きさに収容 しうる ミニサイズの植物成体となった｡

ポット栽培 における早生系と晩生系の

花成 と生長反応
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杉野 :1粒系 コムギの '廿 系および晩牛系 における花成 と′‖主反応の比較里 帰 日冊 究 (T)

り,隔離板 によ -,て仕 L-))らわた 3室 に置 き, 各室 に 日日の 6日5日に行い, 闘 由菓数につ いては.特 に 

31

T,2rp, loはそれぞれ床面 f の高 さL 

白熱電球を各1個ずっ瑚 寸け,終 夜照 明 を行-,た.
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本′別 貧期間の｢1然日長は 21,

2g. に示 した｡
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-(A)にみ られるよ うに, 
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であり, この H長はFi

L-.生糸の花成誘起 に充分であ り, また晩 '系 にと 

ても辛うじて花芽分化を誘起 し得 る長 さと考 えられ

る｡ 人工照明によ-'て, このようを自然 日長を延長

して連続 光条件 にす るとき､早生系は,2｢♪の光源
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花芽の分化と発通 は,夜間照明(長 H補光 )の光の強
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47花成促進効 果は光の低 さと共に増 したが,特 に 601

(E
U
)
u
J
S
u

a
t

'L系 と !t:E同 じよ う射 犬態 に適 しr=のは注 HされるO aq

電球 を光源 とす る場合は,晩牛系の花成が 

FHHf 醐 比

早-

こ 

El

次 に茎長の伸長 をみると,晩′L系においては,夜 
t
l
l

ぎ 

O
の強 さの増 加による花成の促進効果 に対応

ilして, E巨〕かな茎の伸長促進 がみ られ,60W光源 に
21''L二T7･ 

′.

よる場 合は.i ′ , t上糸 と変 らない茎長とを-た｡ T･ 
系の場 合は, 2PLIF-.の光源 による長 日補 光によ-,

]て,茎長の伸 びが促 されたが.光のrかさに関しては ,

わずかの差 なが ら,弱 光よりも強光で茎 長が人 きく O
E L E L E L E L 

lttoa42

dn 
itaysw
ro

ays 
on
itona

lon

h

k fso

llu
iotura

ihng
o
tec
im
tna

i 3g.F

Wee gd

･Err rd nortel gd hs
me ld ti mi n on g wth a

なる傾 向 がみ られた0 

l一uppe 

r

2.ポッ ト栽培 した早生系 と晩生系の生育 に及ぼ

す弱光長 日補光期間の影響 

l

dan 
ro

itran

doortu

tan

row

lar

er

h

l tanh

nd leveop

ltcuure

metoftee yadles sins

･ T ep sw eg no sf m 1 
･な芽生え

h

taura

xcep

h

our

dtxene

69un

itnao

ic

bov


h

llu

r

tn

ihng
5

Aputo5J e1 5u

:37to14:25h se tt

me sw he dten

ti mi
0cma et

ftengdaltnaurahed tner yl ho日5619 年 41 , 発芽後約 10旧 1の斉

21 ･trea杏, 木箱内の砂床 に移植 し,これらを屋外に置 いたO
ht

te 

a

a

teng

on

a

dncanescen

el gdyt

ldyl hwi

nby2cpi tlmps
dgroun.he

'-(,'C0長 日補 光は床面5 7 の弱光 光源 によn仁から 2 て,

夜間照 明 を行い, 2過聞, 4週間および連続 (66日

間)の 3つの長 日処理区 を設け, その他の期間はす

ih

trepresen

e

lxes. 

teng


u


itsograms


l
(

(B

h

A)N mbrofb
mana

)L hortemans

heeaveos
n
in
lto gadr ettel sont

5

L]

2
1


べてl然日長 卜(4月日 は V)6月5｢ほ で , 12:33 

4:
heiguresotems,Thef nt

時間 =こ置 いた.生育の観察は移植栽培後 66- tages.lorafhte ls



近畿大学農学部紀要 第11号 ( 78)19

ロゼ ､ノト菓 (基部の節間伸長を起 していか ＼節 につ され, 4週間の艮目処増でピークに逢 した｡ これに

く葉)と柚苔菓 (上部の節間伸長を起 した節 につ く 対 して晩生系では, 2週間の長日処f到ま花芽分化を

(-3g.葉)を区別 して数え,それらの結 果をFi

(B)に示 した｡

本実験 における自然 日長は,早生系にとって, ま

た晩生系にとっても,その花成に充分を 日長R''で

あるため, 6月5日には,すべての植物 が花芽を形

成 していた｡ しかし,夜間照日射二よって,連続光の

日長HMにすると,早生系および晩生系 ともに,若 干

の花芽分化および発達の促進がみられた｡ただ し,

長日補光照明が弱光 (2｢♪)であるために,晩生系

に対 しては顕著 を花成促進効果がみ られず,反面早

生系では,自然 日長の "長日"による花成促進が大

きいために,夜間照即日二よる促進効果はやはり目立

たなかった｡

A), 誘起 し得ず ,6週間の処理で,ほぼ花芽分化 (主軸 
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A)にみ ら(-3g.次 に茎葉部の生長をみると,Fi

れるように,弱 光夜間照明が 2週間1上になると,､1

早生系では摘苔乗数が漸減 し,晩生系ではロゼ ット

乗数が (4週間処理までは)減少 した｡また (B)

図にみられるように,茎の仲良は,早生系において, 

2週間1 Lの夜間照LH二より略同様 な促進が示 され
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杉野 :1粒系 コムギの 早隼系および晩生系 における花成 と′吊 を反応の比較隼理学F明 け究 (V) 51

‖ -の主軸葉数の減乗数の減少からみた)のピ-クに適 した｡ まで長 日処理 を行っても, それt' .

(A)匝=二み られるよ うに,早生系の 主軸乗 数の 少はみ られなかった｡

B)匝 

数の減少が円 立ち,次 に 4,6週間長H処理区では, 姑 室は長 日処理期問の増加 と共に促 が され, またそ

抽苔の乗 数が若 F減少 した｡晩生系 においては, 4 れに伴って茎長も増大 した｡晩生系の場合 は 4週間

週間処理区からの花芽分化に伴 って, ロゼ ッ ト菓数 以上の長 日で花芽発達 と茎長増 加の促進がみ られた｡

(減少は,長 日処理期問の増加と共にまず ロゼ ッ ト葉 次 に =二示 されるよ うに,早生系の花芽の

が急減 し, 6週間処理区では早生系の 1週間処理区

にほぼ匹敵する主軸葉数を示 したが, さらに11週｢]u

しか し, ' 体 として晩生系の花成が,連続的 を長日

処理 によって も, それ程顕著 に促進 されJEかつた｡
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を用いて,次の実験 を行った｡1 年11月 1Hに播769

種 し,戸外 に置いた早生系 と晩牛系について , 12月 
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l'時間の照明 を行った ｡妾おこの期間の 自然 日長は 木箱内のバ- ミキIlライト床に移植 し,これらをJ

時間であった｡さらに.長日区として 外に置いて育てた｡次に4月20日に,これら糾 王の9: -10:

は,上述の日中の 8時間照日射こひきつづ き.赤色蛍

3405

植物の半数に対して,本箱別に勘 裾 引隼剤Twe ),(21er

0100. を含む% GA 10 〝仲 -, 溶液を,他 用 ;植物体の光灯 2本のみで,夜間照明を行った｡

このようなキャビネット内での栽培は42日間行い､ FllT'Erが充分濡れるまで噴霧 した,,〕また残 りの半分の

液のみ噴霧 した〔､これらの植物は,に応 じて潅水 し,また施肥は 2週 FHiに

青の観察 は Z r]8 rlに, 闇由

llt

:.'l 1,･一

冊 棚田 如まTwcne

栽後ひきつづ きJ外で 培 し理GA処

日にその牛育を観察 し,茎長.花芽発遁 ステージ.

二の聞必 IE

1回だ け行ったo 

1-

6日11の 5月 6

.茎長および花芽段階1､月トに,特に草丈築f 

部最大長)と棄蹄部長 (茎部から最L部葉鞘 まで

/I (也

i,草丈fよび葵鞘部長を測'Iした｡なお.比較のため

にLT 二系を 21j5日に発芽 させ,同村汀二してJ･一外で'1

J.

7･ 

卜

た｡後者は,コムギ類の草形をきめ

｡これらの結果をFig.l

の長さ)を測 -〕

g

栽培 し,GA/LLJ押 しないものについTの測定結果と共

に,それらをFi .6に示

る 1つの目安として測I 

, (B)に示 す J 

fLf=i,

A)(-5 した｡ 

(A)図に示 されるよ うに,グロ-スキャビネL/

ト内の戟増 '-

早め 牛系にお小 てはすべてのJ与験区で花芽形成が,

は,その期間が比較的短期問であーたた

みられたが.晩'_系の場合には,長H高温区におい

ても,末 だ花芽形 成には圭らなかった｡ 早生系の場

合は,その花成は長｢高温1

I:_

0
 

8

′

4
 

(L

Lt

ua1

C') 
t
仙 

b
u

o 

℃)でもっとも促進5(2

されたが,その花芽は2

地 における最矩の自然 ｢l長IFでも形戊 されたu

5℃および15℃において,当
0 

次 に (B )図に示 されるように,買った日長と温

度は,早牛系と晩牛系の草丈,葉鞘部長および茎長

響 した｢)すなわち､晩牛系貴3の伸長に対 して異-'て三

はすべて花芽を分化せず,ロゼ /ト状態にとどまっ

て茎の伸長はみられなかったが,早隼系の茎長は,

その花芽の発適 とほぼ平行 して,艮=高温区におい

てもっとも大となり,長日低温区の植物がこれに次

5Co然日長(矩｢l)卜では,2lいだ｡早牛系の場合. 

5

ll-

Jj

と1℃に置かれた植物の茎長は略同 L:位でI'ぁ-,たっ

次に,草丈,菓鞘部長等の栄養/長的な形I 
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部長の伸長を明らかに促進 したことであ '-たC, 

5.生育期間 (Age)を異にする晩生系の生育に 'roregroitra
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及ぼすジベ レリン散布の影響 Fbte,o6May1

培地 に加えられたジベレリン (GA)は,普通系コ

ムギの培養において,その牛育,特に茎葉の伸長に 本.克験における 1粒系コムギの牛育期間は,晩生

7.69

いちじるい ､作用を及ぼすことlJから,このような 

GAの作川を晩生系について,調べてみた｡ 05H1
12
j

系にとっても,その花成に対 して,すでにi

なE′然 日長 ( 時 f 分前後 )をもつ 4H- 5日に

ived luc1-

91769播種 は1 年10月 6日,1月 1日および1 86年 2 あったので,各区ともすべての植物が花芽形成をし

月5Rに行い,約 1週間後発芽した実生の うち生長 eた｡,それらの花芽の発運は Ag の進んだもめほど促

進 され, 2月 5日発芽し74日Hの晩牛系の姑 卓段階0cmの揃 ったものを1個体ずつ選んで,30×30×1 の6



i校系コムギの早'L. l:系および晩′ -杉野 :1
 .系における花成と牛長反応の比申,i/L理'If;珊 ｢: (V)究 

値を基準 とすると,ほぼ ′ト育期日=二比例 した債を示 8年 2月 11｣に,牛青のそろ

7
1

の芽牛えについて,1


した｡ さらに茎長,菓鞘部品 および草丈も, ':育 ったものを選び. 9×50×1
: r. 5cm

6
9


の木箱内の/L ミキ

期問の長さのIl酎二人とな-,た｡なお 2日5日に発芽 1ライ ト床に 8個体す--)移植 し,これらの木箱 をi7-

生糸 4日)の牛青は,晩牛系のおよそ 4ケ7
(･llrした 外に置しゝた｢ノ3月18日と21侶乃2伸 二,この半数の

'した植物の′相 半 ばぼひとしく,ま O


1


H前に発芽′ GAI

た植物体の人きさはさらにこれを (潤 一,てし1た｡ 在 し, Hl封二ついては 311


柏 Oppm液を充分に散植物 に対して,本箱毎工 

招,り

またGA処 fEHよ腕 J:系のい I. 布植物 を含めて.Ijのおの自然 日長区と長日 (l F_ ずれのノ:育 年令植物 に	 l 終夜

くiのGA無散8【は

村しても,草丈,葉鞘部長および里長の伸長に,顕 -では,地 面から 1m脚 1	H 区に分日て置いた｡〕後 E 

,

J	

Ei:r.器を促進作用を示 した｡ しかし,花芽の発適につい の -さより60I fll/l -て終夜照明をした.,/･熱灯によ ,	 一

ては,GA/iLL理 による促進がほとんどみられなか っ 百の観察はGAの噴霧閲始後 10旧 2.
Iの3月28日 1日 

】の 5月 2Hに' 茎長.行い.=た(〕	 tlの 4日 8[‖ゴよび45卜 

葉鞘部長および草丈1)､､外に, 3月28日と 4)｣8日に

6･日長の長短,ジベレリン散布の有無および早 は,各 J崩剣*_の植物体の地卜.高 (地面から植物体の


生,晩生の違いによる 1粒系コムギの生長反 最高レベルまで)を測定 した｡また測定最終 日の 5
 
応の差 H2日には花芽発沌段階を観察 した(-ノこれらの結果


r甘夫馬釦二ひきつ-~ブき, 1粒系コムギの茎葉の伸長 を l, g.lbrra e3およびFi 7(I示 したlebrra ,,

'に対して,H長やCAi謹,あるいは早晩性などの外札 木美験則問の L｣

3


然日長は.すでに晩牛系に村して

内的嬰関の及ぼす影響を調べるために,次のような も,その花芽分化を誘起する長さ (約1時問3(〕分 )
美験 を行 った｡ に適 していたので, 長旅区のすべての植物 に花芽形

あらかじめ,発芽床で集芽させた [円:系と晩′二 成が観察 された,､またその花芽奄通は.これまでの. I系
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貰験結 果と同様に,長日 (連続 光)下の-早生系がも

近畿大学農学部紀 要

GA散布による茎の伸長の促進作用はすでに(花芽

分化をおこして)茎の伸長を開始 していたと思われ

る植物,たとえば早生系の長 日区および｢

の植物に机 ､て,いちじるしかった｡これに対 して,

棄鞘部長や,それを含めた草丈の伸長に対するGAの 

agっともすみやかで,出穂段 階 St es)に適 して(

し､たが,自然 日長 Fの晩生系はもっとも遅 く.花芽

このようを, 1粒系 コムギの茎葉の伸長を促す 3

つの雷同,すなわちGA処理,長円刺激の外的要岡と

E laryLtae

)にあったo また,特 に

H]然 長下におかれた iIt

遺伝的を早晩性の違いに基づ く茎長,薬草裾J長およ3
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光)条件を与えられた晩生系の生育が,ほぼ匹敵す

るか,あるいはやや 上まわる傾向がみられたことで

あった｡

次 にGA処王削二よって,本実験では,早生系および

晩生系 とも,またどの日長区でも,花成はまった く

促進 されなかった｡これに対 して,茎葉の伸長は, 

GA処理 によってどの実験区とも明 らかに促進 され

た｡ ただ し,晩生系の自然 口長区は,室長がほとん

ど伸長せず,それはまたGA処理によっても特別に促

進はされなかった｡
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杉野 :1粒系コムギの早隼系および晩生系における花成 と牛長反応の比較′圭理学的研究 (皿) 

促進作 JⅢま,すべての実験区で明 らかであったが,

91

と.いずれの場合においても,早生系は晩生系より

特に晩生系の｢1然｢1長区では大であった｡なおGA処 も長 く伸びたが,それらの増加率は,GAを与えない

理による茎葉の伸長促進効果は,処押後比較的初期 方が与えた場合よりも,また自然 日長下の方が長日

(1-2円後 )に大であった｡

長口 (連続光)の下に置 くことによっても,早生 や葉の長 さの差は長日刺激の場合 と同 じく,生育の

系 と晩生系共,茎葉の伸長が明らかに促進 され,そ 後期 において大 きくなる傾向がみられた｡ 

10 下よりも大であ った｡ さらに,早生系 と晩生系の茎

の増加率は全体 として,GAによる促進 と似た傾向が

示 された｡ ただ し,この場合は,長 日 処理は継続 し

粒系 コムギの茎葉の伸長を促す L記3要因につ

いて,相互の促進効 果を比較すると,全体としては,

1

て行われ,その促進効果は,処理後の比較的後期 に む しろよく似て屠 り,このことは,これらに共通の

6L1日)大となる傾向が,特に晩牛系において, 機構 が存在することを示すものであろ う｡4(

み られた｡ また,長 []刺激による増加率は,GAを与 次 に,本実験 において,茎葉の伸長促進 に伴い,

えた場合よりも与 えか 場ゝ合の方が大であった｡ 顕著 射 直物体の姿勢の変化,すなわち地 ｢二高 (地血

早生系と晩生系について茎葉の仲良差 を,冥 った から植物体の最 上部 レベルまで)と茎葉軸の傾斜の

lbR長と,GA処椎の有無の場合において くらべてみる 変化がみられたo このような｢別系は Ta e3に示 し 
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たように,まず地 卜高はGAおよび日長処理後 10l

において,その他上部丈の伸長と平行的に高 くなる で,草丈と地 L高の増加が相伴わなかったためであ

12 10,476.4 03 28.138.205.243,3

*
 ioni tcalpp

生長の後期では葵の伸長に伴い先端部が下垂するのHJ

二傾 向がみられた,J しか し.草丈と地 上 ろうOまた,晩生系が,自然 日長下のGAを与えない高による IE.J:P玄

裾 ま, 'L l ( 実験区で,生育の後期 日 よやや 立上り傾向を示 したGAL理 しない r然 日長区の晩生系 ロゼ ッ ト

型)を除 くと,処理開始後 10田 津 は,すべてかな のは自然 日長の増 加が原因 していると思 われる｡

り高い値が示 された｡ さらに20日後になると,それ またこのよ うが 直物体の姿勢の違いを野外に栽培

bした早生系と晩′主系について,測定 した結 果をTaleらのIJ_ 低 下し,特にGA処理 をした自T弦角は全備 和 こ

亘1 4に′JHノた.すなわち早!l三系は晩′圭三系にくらべて葉1然 日長区の早牛系と晩 /:系および GA処理 しか_

然 日長区の晩′L系において低い値 を′Jl･した｡これは, 鞘部長がいちじるしく大であると共に,葉鞘部軸の 
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傾角は大で草型は直立型 となった｡ 両系統の種 J'･を,ペ トリ皿内の しめった砂の 上に

まき,発芽後ペ トリ皿 を約 1℃の低温暗室 に 7週間, 

7. 3過聞置 いたものおよび常温 に 2日置 いたものの芽催芽種子の低温処理 (バーナ リゼーション)

が早生系および晩生系の生育 に及ぼす影響 牛えを3月3日に木箱の砂の中に移植 した後, これ

普通系コムギの秋 まき性品種は,催洋種 十を低温

処理す ることにより,その花成が促進 されることは

よく知られている2)Oそのよ うなJL理の旨; tl坐it /響 を-i-

系および晩生系について調べ るため,次の実験 を行

らの箱 を戸外に置 き, 日長に関 しては自然 日長区 と

長 Fl (J然 日長に終夜照 明を行って連続照uH二したrT f ,

もの)区 を設けた.生育の観察は68日後の 5月10H

に行か ､ 壬_ 里長および花芽発迅段階につ, =軸菓 臥

った｡ l5ebいて測定 した｡ この結果をTa に示す｡ 
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本表に示 されるよ うに,バーナリゼーションによ をすべて除去 したもの,3薬 と 4葉の 2枚の葉以外

る花成の促進 を~主柏葉数の減少度からみると,?･生 を除去 したもの,および全案 そのままに したものの 

糸および晩生系は共に花芽分化の促進はみ られなか 3区 を設けて,これらを長日下に置いた｡ また全集

5

89.

0llll6..

81.

2

2

85 5222..2443..

0 07.43.

った｡ またそれらの花芽の発達は,早生系では長日1 11..仙 ま, 1

区,自然 □長区において,晩生系では自然 日長区 に 押m溶液 を散布 した.なお長[]l理は.EJJ然日長に/LL

F11日から3日おきに 3回,GAIOO区の 

】熱電球 を用いて終夜神明を行おいて.低温処理期間の増加と共 にやや進行する傾 0

日

加えて,6W｢

向がみ られたが,晩牛系は長川亘において,低温処 また,長 日処理期間中,襲数を 一定にするため,令

理による促 進効 果はまったくみられなかった｡ この 襲区 をのぞ き新に伸長 して くる薬身はすべて切除 し

結果より,本′真験 に用いた 1粒系 コムギの早牛系と た｡生育の観察は,28｢描]の長 日処理後,再 び自然

長L

,た｡-

,茎長および晩生系は,いわゆるバーナリゼ-ションによって花 Fに置 いて 12し｣口に,葉数 (節数)_

)teairn成促進が行われず春 コムギ型 (Sp gwh に 属 花 芽発達段階 を調べた｡ 二の結 果は Ta

すると考えられる｡ に示 した｡,

(-6leb A)

7

3

69さらに, ひきつづ き同様 を実験 を､1 5年11月1

日に播種 してト,一外で育てた早牛系について, 1月18.葉面積 

ギの長 日刺激に対する生育反応

コムギの花成を促進する長 [｣刺激が, その受容器 植 し, ガラス室 に入れ, 4薬のみを残 して他 を切除

官である葉の量によって,生育 にどのよ うに影響す したもの と, 全く切除 しないもの (4葉)の 2つに

(葉数)を異 にする早生系 1粒系 コム

るかを調べ るため､早生系を用 いて次の 2つの実験 01l′′あるいは20区分け し, さらに, これらを各々6

を行った｡ の白熱電球 により,ポ ット血においてそれぞれ,お

年1bH 1Rよ り 1ケ

1

05,569第 1実験 はガラス室内で 1

局,自然 日長 Fで育て, 4葉が展開 し終 えた早生系 長 日 (連続光)処理は,30日間行い,その後再び自

然 日長 卜に置いて,2

016, 0lx 0lxの明るさで終 夜照 明 を行った｡よそ 

月 1日, 4糞 目の葉 を残 して他の葉(身)につ き, 日後の 3F]5日に,すべての

4/,t

11
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積 (葉数)の減 少が,本′招 集の範囲では,早 JL系の 異つた強 さの終 夜照明を与えると, 早牛系では,こ

花芽分化にほとんど影響 を及ぼ さないことを示 した の美験範[刺 二おいて,弱 光は強光と略同相畑 こ花成

B 

1粒系 コム羊の ''.I

lの粟験結 果は,長日刺激 を,受ける葉血

少 し,また乾物 市も∴ t然のことながら,その減少 までの光の強 さの増加と共に "比例的"に花成が促j

が明 らかであった(B長)0GAを与えることにより,
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植物 について′ト青 を観察 し,測定 したし､その結果は III 実験結果の総括と考察 

Ta e6 (B)に示 した｡
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♪を促進 した.⊃これに対 して,晩牛系では.2√

00.5550.25.05

06-

0進 され,特 に6げの揖球 による場合は,晩牛系の牛

青はいちじる しく促 され､花成状態 と茎長はf7′l1L系

のそれ とほとんど同 L:(二なったOすなわちこのよう

な条件下では.両者の遺伝的 な早晩性の若は発現 さ

れなかった｡
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B表)｡零敗が減 ると,茎長は いちじるしく減

茎長の伸長は,ほとんど倍増 した (A表)が,花芽

の分化や発連の促進はまった くみ られなか -)/=Llま

た葉血相が減少すると,花芽の発適が2回の美験 を

通 じて,やや抑制 される傾向がみ られた.〕

受光葉の11射創土,この ように花芽分化の早 さ (主
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4き性品種群が2時間日長下で育て られると,より短

対 して光の強 さについて は,むしろ受光面積の大小 ロ Fで生育 した場合 にくらべ,早晩性品種間で,相

を問わず,強光区の万が弱光区よりも,花 芽分化を 加 こ主三椎葉数や,止糞展開迄 H数の差がほとんどな

促進 した｡ただ し, 二の長日補光の強弱 によって, iなることが報Irtされている3). したがって, このl･

光合成収題 (乾物 重)はあまり影響 されなかった｡ ような品種,系統間の早晩性の差は,晩生系の花成

軸葉数)にほとんど影響 を与えなかったが, これに
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が自然 E]長下で短 日抑制を受けることにより発現す に働 くが,花芽発達や茎葉の伸長にはむ しろ非特異

ると考えられる｡そしてまた, 1粒系コムギの晩生 的な促進効果をもつことを示 している｡ 

.ジベ レリン (

は,ある限度まで光の強 さに大きく影響 されるであ 生および晩生系共に花成促進効果はほとんどみられ

ろう｡ なかったが,茎葉の伸長はいちじるしく促進 された｡

4

iveid tnuc

G

早生系および晩生系の花成に な自然.2

A)を植物体に噴霧すると,早系では,このような短 日抑制を解 く長日刺激の効果

e二の促進効某は,早晩性,発育段階 (Ag)および日

長条件の差 に撫関係であった｡日長を,さらに弱光の白熱電球を用いて,終夜照H 

ることにより長日 (連続光)条件とすると,早生お 次にGA処押,長日刺激および遺伝的早性にもとず

よび晩生系ともに 4週間の長日で花芽分化の促進は く茎葉の伸長を,おのおのの要因についての伸長促

ピークに達 したが,花芽の発達は,さらに長日を与 進割合 として求めると,いずれも明らかな促進が示

Fけ

8g.

leTa l)から,これら 3要因と伸 長促進の関係

8すべて 時間の短 日条件においた場合,早生系では かなり変化 した しかし,もっとも典型的封 申長促｡

(

えることにより促進 されたOまた長日処理Ht 外は

4 6週間,晩生系では 週間の長円でそれぞれ花芽分 21進がみられる葉鞘部長について,処理後 日目の値 

b

Fiをあらわしてみると のようである｡

lJ, されたが,その値は器官や処理後 日数の違いにより

化促進のピークに達 し,それ1ソ｣二の長日は,前 と同

様 に,花芽発達 と,茎の伸長を促 した｡ この際, 主 すなわち

軸棄数は花芽分化とともに決定 し,その後茎の伸長

は上部から 4-6節問の伸長にもとず くので,ロゼ

ット菓数が花芽分化の促進 と共に減少 した｡

日長刺激が,植物 に対し花成以外に多面的な生理

作用をひきおこすことはよく知られている4)｡また

長日刺激は花成 という複雑な生理反応において,花

芽の誘起や分化に対 しては,植物の種類や早晩性,

あるいは生理状態などによって異なった特異的な反

応をひきおこすが,花芽分化後の花芽発達や茎葉の

伸長に対しては,むしろ一般的な促進効果を示すよ
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種 にくらべて花芽分化は遅いが,一旦花芽ができる ll 
と開花迄の日数は調査した早,晩生4品種ですべて同

じであるという5)｡ 1粒系コムギの場合も,一長日刺

激に対する早生系と晩生系の花成反応は,花成の初

期 (花芽分化)には,刺激の量や質についても特異

うである｡ たとえば春 コムギの晩生品種は,早生品

3 

2 

1 
E lira 一 一 一 十 一 十 十 十ness的に異 って働 き,後期 (花芽発達)では非特異的に

ayLongd + - + + - +
促進 されると考えられる｡ 

liG A ap-p - + - - + 一 十 十
3. 冒早生系 と晩生系を,長日(連続光),短 口 ( 仁ation 

然 日長 ),高温 (25℃),低温 (15℃)を組合わせた 

4種の日長一一温度条件で42口間育てたところ,早生系

はすべての区で花成を示 し,晩生系はすべて栄養'生
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長状態にとどまった｡ しかし草丈や葉鞘部長の伸長

は,両系統 ともに長日,高温条件で促進 された｡ ま

た,早生系における花成促進効果は,花芽分化につ

いては,長日 ･高温>長円 ･低温>短 日 ･低温>短

日 ･高温の順であったが,花芽の発達 については長

日 ･高温>長日 ･低温>短 日 ･高温>短 日 ･低温の

順となった｡

これらの結果は,前記 2の場合 と同様に,長日刺

激が花芽分化については早晩性の遠いにより特異的
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促進要因がない場合,いずれか 1つの場合 , 2つの

場合および 3つの場合にしたがって,段階的を良さ

の増加が示 された｡このことから各要因は独立的に,

また加算的に茎葉の仲良を促進することがわかる｡

外部から与えた GAの高等植物の花成におよぽす

ioi tcalpp
leba
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〔(96日リ来 J'影響 については,LAN;15 ､ fi,くの報告があ

る(･㌧ それらの結果をみると,いくつかの長 日植i7

物の花成が(;Aにより促がされるが,その効果は花芽

分化と花芽発適について-- A日A HAT棚でない｡CH , Y (K .

(1975)は,花成制御の物質としてジベレリンとア

ンナ シンの 2成分ホルモン系説を提案 している8)が,

長Hi直物においでは GA処理が花成にまったく無効

なものや,逆に花芽分化を抑制するものがあるf))｡

コムギについて,GAが "春化'◆を部分r伽 二代行する

例 1,10)があV),また夕)Lホコムギの場合,ある酎 ′トで, 

GA , ,散布によ-て花芽の分化と発適が促がされた 11)r

このようなことから花成 に対するGAの作用につ


いて,Z比 VAAT(1967)が結 論づけたように12),


般 的を定義はなく,むしろ畢つた Il長反応型や,ま


た植物椎の差異,あるいは生長点の′日甲状態によっ


て, 多面的に特異な′l.
:埋反応をひきおこすのであろ

う ｡

これに対して,(A 特に茎長の伸長にiの栄養生長,

対する促進効果は,その発見以来多くの植物種 につ

いて,かなり普遍的に示 されている1こi).本′先験にお

いて,外部から与えられたGAは,早生および晩牛系

ともに花成に対しては促進効果がみられなか-)たが,

茎葉の伸長については長F欄り激および早′1三要因によ

る促進と同 じ 度の効果があった｡長u条件におか程

れた植物体のĴJ的GAレベルが日十す~ること14･15)や,

またrll一半系は一一一般に晩牛系にくらべて牛育初期から

茎葉の伸長速度が大である16)ことから,1粒系コム

ギの早牛系は,晩生系にくらべて内的GAレベルが高

Ljく,長日刺激が与えられるとrh者ともにGA量が増加

し,さらに外部から与えられたGAに対して t,加算 的

に牛長反応を示す,と考えられる｡すなわち,これ

らの外的,内的要し畑二よる/:長促進は,植物体内の1_


明することが可能である｡ 

5.早′上糸と晩牛系を野外条件で育てると,生育

の比較的初期から,草丈,特に薬種部長の長さの差

が目立ち,同時に葉鞘軸の地血に対する傾角が早牛

系では大となV),立上 V)姿勢を示す｡このような傾

角は,実験的に長日刺激,GA処理をすることにより,

早生系と晩生系において共にみられた｡

本来,野生植物のロゼット型は,寒 さに対して i微


気象的 に地表の温度が高くをる17)のでt,また生育


抑期の競争においてIJ利に働 く1つの適応的形態形
'

成であろう｡このよ う射 直物において生育の後期に

ロゼット型から直立型への移行することは,光合成

の生産性 を高め,また受粉などの生殖活動に有利に

なるとJi7われる. 欄lL､ この際良し 激や高温条件が,内

的 GAE圭tの増加または活性 化をまねき,そのような 

GAにより屈性変化がお二一'て立上)てくるのであ

ろう｡ 早晩性や,l汀主,温度条件による茎葉の屈性

変化は野′棋直物にひろくみられることで,タルホコ

ムギの野′L 二Jl-系についても同様射噴向が実験的(′Aさ

れている11㌦ 

6.普通系コムギの晩牛 I椎は (秋まき性が高いLL,,

ので)低温処理 (春化)によりその発育が促 される｡

しかし本実 験 に用いた 1粒系コムギの早牛系と晩牛

系では,ともに低温処理により花成の促進がみられ

辛,これらは典型的を春 コムギといえる｡ 

7.早牛系について,約 1カHの良し欄｣激の軋

刺激受容葉数を異にする状態で維持すると.茎長や

乾物 重は乗数の増加と共に顕著に大とな-ノたが,花

芽分化に対してはほとんど宗主響 しなかつたo Lかし,

花芽の発連は菓数が多いとやや促進された｡ またGA

を与えると,花成に旨壬響 しなかったが茎長の伸長は

いちじるしく増 したo さらに,自然光を夜目冊冊 lで

延長 して.連続光とするさい,'j班銅即 村内の補助照

明光の強弱は茎長や乾物重増加に影響 しなかった｡

良し捕り激を受ける乗数が多くなると,茎長の伸長が

大となるのは,柴におけるGAと光合成牛産物が共に

増 加するからであろう｡ 

Ⅳ 要 約 

1粒系コムギの早'-系および晩 ′L系をポ ソト内で1.

砂耕栽培 し.輿-)た日長刺激,温度条件および外部か


ら与えたジベレリン (GA)に対する花成および生長


反応を比較 した｡
 

1.日然日 ′ 電球による長を異ったワット数のlほA

終夜照 tlj=二よって長日 (連続光)にすると,早隼系

の花成は 2(･p-60tt;の電球照明の範囲でまったく同

程度に促進 された｡これに対 Lて, 晩′L系では終夜

照明の光の強さの増加に伴い顕著に花戊が促がされ. 

60uJ光源の場合には早 ′主系と等 しい花成状態に適 し

早′l三と晩生の差は示 されなかった0 

2.長日 ( 早f系では 4過問,連続光 )刺激は, '三


晩牛系では 6過問与えたときに花芽の分化促進のピ


ーク口重したが, さらにそれ1､圧 の艮臣を与-えると


両系統共に茎の伸長や花芽の発達が促進 された｡ま


た,コムギ頬の主軸乗数は,その花芽分化と共に決


定され,茎の伸長は 1･_部の節 間伸長によって起るの


で,ロゼット菓数は花成反応の早 さを示す lつの目


安となる｡花成促進のピークにおける早生系のロゼ


ット葉数はおよそ 3､晩生系のそれは 5であった｡
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3.長 日および高温 は一般 に 1粒系コムギの花成

を促す｡ しか し,長 日と高温 により早生系では花成

促進がみ られるが晩生系では未だ まった く花成がみ

られない時期において,秦の丑 長は,両系統 共に普

遍的 に促進 されたOただ し､同 じLj長と温度 条件で

は,早生系の茎葉の長 さは,晩′f三系よりも常 に大で

あった0 

4.外部から与えたGAは,本′長験の範囲では,早

生系 と晩｣ミ系の花成 を促進 しなかったが,茎葉の伸

長は明 らかに促 したo そしてこのような促進効 果は,

発育段 階, 日長および早晩性に無関係であった｡ 

5. 1粒 系 コムギの地上部の伸長は,高温,長日

利敵 遺伝的 早牛およびGA/L 特L理 に妄り促進 される｡

に後の 3者の要因 にもとす く伸長促進 を, もっとも

典型的 な菓鞘 部長につ して 相互 に比較 したOその結

果これ ら 3要因は.おのおの独 加 ') 二働 い,,加算的 (

て伸長促進 をす ることから,長 円頼り激 と遺伝的早生

は,いずれも体内のGA崖 を増加またはi封隼化するこ

とにより,茎葉の非特異的 tJ:伸長反応 を促すと考え

られる｡ 

6.長 日,rl･温,早生要凶およびGA処理は.葉鞘t.;

部長の伸長 を促す と共 に, その薬草銅由の地 面に対す

る傾角 を増 加させ る｡ すなわちロゼ ノト型 から直 立

型への生育型 (growth form)の変化をまね くO こ

のよ うな屈性の変化は. L記の外的,内的要困 によ

り,植物体内のGA量の増加または活性 化を通 じてお

こるのであろ うo 

lノ､､上の結 果は, 1粒系コムギの花成や生長,屈性

反応が,外nL).,内的 斜 里 二より,植物体内で牛産 ま


たはiJ.射 ヒされるGA最 を通 じて,
1 特異的および井特


異rl引二, コン トロ-ルされていることを示唆 してい


る ,,

終 りにあた り,本研究 において 1粒系 コムギの系

統種 子を提 供 して頂いた山下孝介博士,および終始

研究のおはげま しを頂いた,今村駿 ･郎博 士に感謝

致 します｡
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